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あとがき
今月号は，年に３回ある増大特集号です。本号のテーマ「パーキンソン病の新しい側面」は，

平田幸一先生にゲスト・エディターとしてご企画いただきました。
パーキンソン病には，認知機能障害，うつ，パニックなど運動障害以外のさまざまな症候がみ

られることが，最近注目されています。それらを鳥瞰することが，「新しい側面」からパーキン
ソン病をとらえることだという平田先生の主張がよく表現されている特集になっています。そ
の背景を考えるうえで，Braak仮説の重要性が指摘され，これら非運動症状の早期発見が早期治
療につながるか否かも議論されています。
これは私自身の問題意識とも重なります。2000年より少し前，今から15，６年ほど前からパー

キンソン病患者をみる機会が増え，教室員の多くとともに，例えば表情認知，意思決定，心の理
論機能，嗅覚について検討し，それらが 桃体機能障害と関連するのではないか，と思うように
なりました。今後は，これらの長期経過の検討と早期診断への応用が私たちのテーマですが，本
特集にはその研究を進めていくためのヒントが山のように記載されていました。多くの読者が
きっと同じ感想を抱くに違いありません。
特集と合わせて特別鼎談もぜひご覧ください。2012年がレヴィ小体発見100年目にあたるこ

とを昨年末に偶然知り，本号に間に合うよう急いで鼎談を企画したのですが，時間のない中で，
まず関連文献の収集に時間を割きました。
レヴィの原著は私の蔵書になく，急遽購入しました。送られてきた原著を開き，本鼎談にも掲

載したレヴィ小体のカラー写真をみたときには，何ともいえない感動を覚えました。神経内科医
になり，学問もできる環境にいる自分を心から幸せに感じた瞬間です。
その後，集まった文献を，事前に水野美邦先生と中野今治先生にお送りしました。「鼎談まで

に勉強してくるように」ともとれる失礼極まりない脅迫めいた行為にもかかわらず，水野先生も
中野先生もお送りした資料をお正月休みに精読してくださったことが，鼎談をとおして伝わっ
てきました。お２人の誠実な姿勢に尊敬の念を抱くとともに，真摯なご協力に改めて感謝を申し
上げます。
昨年の10号，12号に掲載した「Leborgne報告から150年― 人間の本質をみつめたBroca」
の座談会から，鼎談や座談会などには注をつけることにしました。これは編集室の発案ですが，
私も自分の教室員と一緒に協力しています。この注の作成作業にはなかなか困難が伴います。
例えば，本号の鼎談に「レヴィ小体」の注がありますが，もともとはレヴィ小体という名称を

誰が名づけたのかということにも触れたいと思っていました。一説によると，ロシア人神経病理
学者トレティアコフ（Konstantin Tretiakoff）がパリ大学のtheseの中で名づけたともいわれ
ています。しかし，１次資料にあたるtheseが入手困難で実物をみることが叶わず，２次資料で
は記述がまちまちであったため，事実確認ができないまま時間切れとなり，お蔵入りとしました。
このような労力は報われることはありませんが，必ず本誌の質に反映されるものと信じ，惜し

まず努力を続けていきたいと思います。
（河村 満)
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